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　　74,627 人（－ 54）
男　37,095 人（－ 19）
女　37,532 人（－ 35）
世帯数　31,095 世帯（－ 7）
（　）内は前月との比較

人の動き【11/1 現在】
市の人口と世帯

人口増減の内訳
出生 36　     転入 165 
死亡 74　     転出 181

▲明治 42 年 10 月 1 日生まれ、県内最高齢 110 歳の関しなさん。100 歳で最初の歌集を
出版し、今も日に 2~3 首を創作している（10 月 28 日撮影）。9ページに関連記事掲載。
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2019 年 3 月 1 日から運用開始した石岡市公
式 Twitter アカウント。10 か月間の運用で、
利用者の皆様から多くの反響があった投稿を
紹介し、石岡市の 2019 年を振り返ります。

イベント・行政情報やまちの
話題、防災・災害情報などリ
アルタイムに発信中！
㉄秘書広聴課 ℡ 23-7275

145 301

日本テレビ「ヒルナンデス！」で、石岡市の移住ツ
アー（後編）が紹介されます。女優の藤田朋子さん、
雛形あきこさん、そして茨城県出身の黒沢かずこさ
ん（森三中）の 3 人が、石岡市の移住ツアーを体験。
ぜひご覧ください！

は投稿がリツイート（拡散）された数、※
は投稿がいいねされた数を表しています。

石岡一高野球部　遂に甲子園へ出発
大舞台で輝け
# がんばれ石一 # センバツ # 石岡一高

209 655

1,419 2,682

本日 6 月 9 日は　ムックの日
MUCC の皆さん、おめでとうございます
#MUCC　# ムックの日　# ロックの日

67 248

# 石岡のおまつり 3 日間が無事終了
楽しい時間は、なんだかあっという間ですね
みなさんそれぞれの「おまつり」楽しめたでしょう
か？今日からは、来年のおまつりに向けて始まる新
しい日　来年の年番町は中町です
また来年もみなさんと会えることをお祈りします
　3 日間お疲れ様でした

153 551

石岡市出身のタレント磯佳奈江さん 
石岡市ふるさと大使に委嘱　本日委嘱式を実施
磯さんは NMB48 を卒業後、今後サッカータレント
として活動予定

「石岡の魅力をどんどん PR し、みなさんと一緒に
盛り上げていきたい」と抱負を語りました
石岡市も磯さんを応援していきます
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　45 年ぶりの地元開催となったいきいき茨城
ゆめ国体が開催されました。
　石岡市では 9 月 28 日に市民会館にて開始式、
29 日～ 10 月 2 日に石岡運動公園にてバトミン
トン競技が行われ、４日間で選手・関係者や観

客など約２万人が訪れました。
　今回の特集では、市が会場となったバトミン
トンの競技結果や入賞された石岡市にゆかりの
ある国体出場選手の試合結果とともに、大会期
間中の会場の様子を紹介します。
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1茨城県女子チームで記念撮影する石岡一高の海老澤選手（前段中央）と
小川選手（前段左）

2石岡市出身の小松﨑選手（写真手前）は成年男子の部で活躍
3スマッシュが決まり笑顔でハイタッチ！
4大きく足を踏み出しシャトルを返す海老澤選手

バドミントンで茨城チームが大健闘！
女子総合１位獲得・成年男子５位入賞

1

2

3

4
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バドミントン競技結果

※（ス）スナッチ…両手による引き上げ競技。地面に置いたバーベルをジャンプ力を使って頭上へ一気に引き上げ、
立ち上がる。

（ク）クリーン＆ジャーク…両手による差し上げ競技。地面に置いたバーベルを第 1 動作（クリーン）で肩まで　　
引き上げて立ち上がり、第 2 動作（ジャーク）でシャフト（軸）のしなりを利用して一挙動で頭上へ差し上げる。

石岡市にゆかりのある国体選手と競技結果（入賞者）

123

45

1小・中学生や美化クラブの皆さんが育て
た花で選手たちをお出迎え

2小・中学生が作成した 47 都道府県を応
援するのぼり旗

3三笠宮瑶子女王殿下がお成りになり、バ
トミントン競技を御観戦

4会場内では無料でドリンクを提供
5開始式会場の市民会館にて、座席の間で

踊るひょっとこ。会場は大盛り上がり！

競技名 種目・種別 順位 入賞者 (敬称略 ) 所属 備考
サッカー 女子 ２位 土居　明日香 早稲田大学 国府中出身

バレーボール ６人制
少年男子 ７位 立原　佑都 土浦日大高校 八郷中出身

ウエイトリフ
ティング

-55kg 級
女子

トータル１位
( ス ) １位 ( ク ) １位 安嶋　千晶

茨城県競技力
向上対策本部 石岡市在住

59kg 級
女子

トータル２位
( ス ) ６位 ( ク ) ２位 内門　沙綾

73kg 級
成年男子

トータル３位
( ス ) ３位 ( ク ) ４位 本田　大智

+109kg 級
成年男子

トータル３位
( ス ) ３位 ( ク ) ３位 野中　雅浩

バドミントン
成年男子 ５位 小松﨑　佑也 NTT 東日本 石岡市出身
少年女子 ３位 海老澤　彩 石岡第一高校 石岡中出身小川　明華

弓道 遠的 ６位 千葉　大地 石岡第一高校 玉里中出身
なぎなた 演技 １位 久保 リビア 明日香 水戸第二高校 石岡中出身
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　男女総合　第３位　
女子総合　第１位　

成年男子
１位：富山県
２位：熊本県
３位：東京都

少年男子
１位：青森県
２位：埼玉県
３位：長崎県

成年女子
１位：熊本県
２位：茨城県
３位：石川県

少年女子
１位：青森県
２位：山口県
３位：茨城県



平成に復活した幻の酒米「渡船」を
新しい時代へ
　創業は1854年（安政元年）。昭和初期
で栽培が途絶えていた幻の酒米「渡船」。
わずか数グラム残されていた種もみから、
地元の米農家の協力をいただき、復活栽
培に取り組んだのは平成を迎えたばかり
の頃でした。作り手の工夫で味のバラエ
ティーを出せるのが日本酒の面白さ。酒
「渡舟」を進化させていきたいですね。
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　茨城県酒造組合に加盟している酒蔵は39軒。
これは関東地方で最も多い軒数です。今年 5
月に行われた全国新酒鑑評会（酒類総合研究所）
では、過去最多の 12 蔵が金賞を受賞し、秋田
県に次ぐ全国 2位の成績を収めました。
　笠間市と並び、酒蔵の数が県内で 1番の石

岡市では、平成 25 年 12 月に「石岡の地酒で
乾杯条例」を制定し、宴会時「乾杯は地酒で」
と呼びかけています。市内には、伝統を継承
しつつ、新しいことにチャレンジする酒蔵が 4
軒もあります。そろそろ忘年会シーズン。
　乾杯は、ぜひ石岡が誇る 4蔵の酒で！

杉の葉を集め、
球状にした造形
物。酒林とも呼ば

れる。造り酒屋の軒先
に緑の杉玉を吊すことで新

酒が出来たことを知らせる役割
を果たす。「搾りを始めました」
という意味。吊るされたばかり
の杉玉はまだ蒼々としている
が、やがて枯れて茶色がかって
くる。この色の変化が人々に、
新酒の熟成の具合を物語る。

いよいよ師走。今年も 1年間、本当にお疲れさまでした！

石岡酒造株式会社（東大橋 2972）
家業を手伝うべく昨年都内からUターン

蔵元  冷水貴子さん

女性視点で地酒の魅力発信
　当社は昭和 47 年、白鹿、大徳、都白菊、
長寿をつくっていた４蔵が一緒になって
スタートしました。気軽に飲めるお酒と
して「白鹿」のほか、筑波、酔鶴、寿山
といった高級志向のブランドに加え、昨
年、若い女性向けの「米音」を販売を開
始しました、茨城の酒米「ひたち錦」、
茨城の酵母「ひたち酵母」と茨城にこだ
わったお酒です。12 月 1 日には初の試
み「蔵開放イベント」を開催します。
詳しくは Instagramまたは twitter で発信中。

忘年会は、
　石岡の地酒で 乾杯！

府中誉株式会社（国府 5‒9‒32）
７代目  山内孝明さん

飲酒運転は犯罪です。一人ひとりが飲酒運転の根絶に向けて意識的に取り組みましょう。

杉玉

特  集
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人との良き出会いから
新しい酒が生まれる。
　創業は 1805 年（文化 2 年）。江戸へ
の物流の中継地点として栄えた高浜に
蔵を構えて 220 年。近年は県内外の米、
果樹農家の皆さんとコラボし、新たな酒
造りに挑戦してきました。大切にしてい
るのは、人との出会いと共感される酒造
り。酵母菌も人も生き生きと働ける、よ
い雰囲気を醸していきたいです。

京都から井関の地に移り
酒蔵を構えて、550 年。
　創業は 1462 年（寛正 3 年）。酒造り
に好適な井戸水が湧出するこの場所に蔵
を構え、地域とともに清酒「富士泉」の
伝統を守ってきました。
　祖父の 27 代目・藤田英は、海外で初
めて日本酒が醸造されたハワイへ昭和 8
年に派遣され、技術的に大変難しかった
熱帯における日本酒醸造の確立に大きく
貢献しました。

廣瀬商店（高浜 880）
8代目  廣瀬慶之助さん

藤田酒造店
（井関 944‒1）
29 代目  藤田醸司さん
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アメリカやフランス、
ドイツ、香港などにも輸出
され、海外のレストランやホ
テルでも評価を受けている石岡の
お酒。誇るべき日本の文化が石岡に
あります。

世界へ

誰かに教えたくなる、石岡の酒蔵の話。



ま ち の 話 題
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「第 7 回茨城県いちごグランプリ」県知事賞
　こだわりのいちごを栽培する藤枝さん夫妻に

 ９
　 26

第
７
回
茨
城
県
い
ち
ご
グ
ラ
ン
プ
リ
（
茨

城
県
い
ち
ご
経
営
協
会
主
催
）
で
、
藤
枝
敏

広
さ
ん
・
一
恵
さ
ん
夫
妻（
東
大
橋
）
が
、
最

高
賞
で
あ
る
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

藤
枝
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就
農
６
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２
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の
受
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で
す
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面
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る
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切
に
し
、
低

農
薬
化
を
進
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て
い
ま
す
。
妊
婦
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ん
や
赤

ち
ゃ
ん
も
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
な
、

い
ち
ご
栽
培
に
手
間
は
惜
し
ま
な
い
」
と
話

す
敏
広
さ
ん
。
12
月
、
精
魂
込
め
て
育
て
た

い
ち
ご
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
。

市内在住の久保リビア明日香さんが、
　　国体なぎなた少年女子の部で優勝

10
　14

　
な
ぎ
な
た
競
技
に
は
「
試
合
」
と
「
演
技
」
の
2

つ
の
競
技
が
あ
り
ま
す
。「
試
合
」
は
防
具
を
付
け
、

定
め
ら
れ
た
部
位
を
打
ち
突
き
、勝
負
を
競
う
競
技
。

「
演
技
」
は
防
具
を
付
け
ず
、
指
定
さ
れ
た
形
を
2

人
1
組
で
行
い
、
そ
の
技
を
競
う
競
技
。　

　
市
内
在
住
の
久
保
リ
ビ
ア
明
日
香
さ
ん
（
水
戸
二

高
3
年
）
が
、
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
な
ぎ
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た

少
年
女
子
の
「
演
技
」
の
部
で
見
事
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。
リ
ビ
ア
さ
ん
は
、
同
校
の
橋
本
瑠る

り李

さ
ん
と
出
場
。「
し
か
け
」の
リ
ビ
ア
さ
ん
と「
応
じ
」

の
橋
本
さ
ん
の
姿
勢
や
発
声
が
調
和
し
て
、
1
回
戦

か
ら
決
勝
ま
で
全
て
5
対
0
の
完
勝
で
し
た
。

　
今
年
、
強
化
選
手
に
選
ば
れ
て
か
ら
、
月
に
1
回

の
ペ
ー
ス
で
山
口
、
大
分
、
大
阪
、
愛
媛
な
ど
の
遠

征
合
宿
に
参
加
。
直
前
の
合
宿
で
は
「
き
れ
い
な
だ

け
で
は
だ
め
だ
」
と
指
摘
さ
れ
て
、
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
迷
い
な
が
ら
練
習
す
る
日
々
。

「
1
回
戦
は
、
記
憶
が
な
い
ほ
ど
緊
張
し
て
い
ま
し

た
。
無
事
初
戦
を
終
え
て
、
2
回
戦
か
ら
落
ち
着
い

て
試
合
に
臨
め
た
」
と
話
す
リ
ビ
ア
さ
ん
。

　
な
ぎ
な
た
を
知
っ
た
の
は
、
中
学
生
の
と
き
に
見

たYouTube

。
競
技
を
す
る
女
性
が
か
っ
こ
よ
く

見
え
ま
し
た
。
進
学
す
る
と
、
な
ぎ
な
た
部
が
あ
っ

た
の
で
迷
わ
ず
入
部
。

「
地
元
開
催
の
国
体
で
結
果
を
残
せ
て
、
ほ
っ
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち
の

顔
が
浮
か
び
、
改
め
て
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
部
活
の
仲
間
た
ち
も
喜
ん
で
く
れ
て
嬉
し

か
っ
た
」
と
話
す
リ
ビ
ア
さ
ん
。

　
自
分
の
限
界
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
を
超
え
る
経

験
は
、
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。
将
来
の
夢
は
、
国

際
経
営
学
を
学
び
、
海
外
で
起
業
す
る
こ
と
。
大
学

進
学
で
石
岡
を
離
れ
る
予
定
で
す
が
「
小
中
学
校
を

石
岡
で
過
ご
し
、
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
え
た
こ
と
は

財
産
。
こ
れ
か
ら
も
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
世
界

を
広
げ
た
い
」
新
た
な
夢
の
一
歩
が
始
ま
り
ま
す
。

二人一組になって行う、なぎなたの稽古の様
子。（写真右がリビアさん）



毎
年
20
万
人
以
上
が
訪
れ
る
「
や
さ
と

温
泉
ゆ
り
の
郷
」
が
平
成
12
年
の
オ
ー
プ
ン

以
来
、
総
来
館
者
数
３
５
０
万
人
を
迎
え
、

記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内

は
も
と
よ
り
県
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪
れ

る
人
気
の
施
設
。
節
目
の
入
館
者
は
、
友
人

と
の
筑
波
山
登
山
の
後
に
初
め
て
来
館
し
た

と
い
う
、那
珂
市
在
住
の
豊
島
紀
子
さ
ん（
写

真
中
央
）。「
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
温
泉
で

す
ね
。
食
事
も
楽
し
み
た
い
で
す
」
と
に
こ

や
か
に
語
り
ま
し
た
。

豊
島
さ
ん
に
は
今
泉
文
彦
市
長
か
ら
花

束
が
贈
呈
さ
れ
た
ほ
か
、
浅
野
建
二
Ｊ
Ａ
や

さ
と
代
表
理
事
組
合
長
か
ら
新
米
な
ど
の
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

 　　　　　　９　　　広報いしおか 12 月 1 日号　№３４０

茨城県内最高齢者、110 歳の関しなさん
長生きの秘訣は…

11
　 1

関
し
な
さ
ん
は
、
明
治
42
年
10
月
１
日

に
行
方
市
に
生
ま
れ
、
小
学
校
教
員
と
し
て

働
き
、
結
婚
を
機
に
石
岡
市
へ
。
80
歳
近
く

ま
で
民
生
委
員
を
務
め
る
な
ど
、
人
の
た
め

に
働
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
若
い
頃
か
ら
短

歌
を
創
作
。
現
在
も
歌
集
に
短
歌
を
投
稿
し

て
い
ま
す
。
生
涯
現
役
を
体
現
さ
れ
て
い
る

し
な
さ
ん
に
、
今
泉
文
彦
市
長
が
表
彰
状
・

記
念
品
を
贈
呈
。
し
な
さ
ん
の
長
生
き
の
秘

訣
は
、
明
る
く
暮
ら
す
こ
と
、
よ
く
食
べ
る

こ
と
、
人
の
悪
口
を
言
わ
な
い
こ
と
。「
皆

様
の
お
か
げ
で
こ
ん
な
に
お
祝
い
し
て
も
ら

え
て
嬉
し
い
」
と
に
っ
こ
り
。

百
歳
高
齢
者
表
彰
も
行
わ
れ
、
18
人
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

森と水の大切さを学ぶ、
　コカ･コーラ森に学ぼうプロジェクト開催

10
　26

コ
カ･

コ
ー
ラ「
森
に
学
ぼ
う
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
in
茨
城
い
し
お
か
が
、
茨
城
県
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
と
つ
く
ば
ね
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
10
月
、
コ
カ･

コ
ー
ラ 

ボ
ト

ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
と
つ
く
ば
ね
森

林
組
合
・
石
岡
市
が
、
豊
か
な
水
を
育
む
森

林
と
農
地
を
保
全
・
再
生
す
る
た
め
「
水
資

源
保
護
の
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
」
を
締

結
。
そ
の
一
環
と
し
て
開
催
し
、
市
内
小
学

校
３
～
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
32
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
午
前
は
間
伐
や
枝
払
い
に
汗
を

流
し
、
午
後
か
ら
の
木
工
製
作
で
は
茨
城
県

産
の
杉
を
使
い
棚
を
製
作
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
来
年
以
降
も
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

心も体も温まる人気施設
「やさと温泉ゆりの郷」が来館者 350 万人に

10
　24
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糀・味噌造り教室
朝日里山学校

①糀造り教室
日時：令和２年１月 11 日土〜 13 日月
　午前 10 時〜
料金：1 人 2,500 円
②味噌造り教室
日時：令和２年 1 月 24 日金・26 日日
　2 月 8 日土・9 日日（全４回）
　各午前 9 時〜

定員：①・②各 20 名
料金：1 人 5,500 円（昼食付き）
問朝日里山学校  ℡ 51-3117

せつぶん豆まき会
児童館

▶鬼と一緒に豆まきや記念撮影・恵方ロール
のクッキングをして楽しみます。

日時：令和２年１月 27 日月　午後３時 30 分
〜４時 30 分
場所：石岡市立児童館
料金：330 円
対象：幼児・保護者・小学生
定員：30 名
※定員になり次第終了
申込：12 月 9 日月〜令和 2 年 1 月 15 日水ま

でに児童館で直接受付
問児童館　℡ 22-3858

創立 130 周年企画展実施中
石岡市立中央図書館

▶図書館創立 130 周年を記念して企画展「長
峰塾」と「茨城県初の裁縫学校」を開催し
ています。石岡出身の教育者鈴木銀四郎と
太田うめの生涯やその教育活動をたどりま
す。

期間：12 月 27 日金まで
場所：中央図書館１階
問中央図書館　℡ 24-1507

リサイクルバザー
▶子育てサークル「おひさまとたんぽぽの会」

で行うリサイクルバザー。売上は市社会福
祉協議会に寄付されます。
日時：12 月 10 日火午前 10 時〜 11 時
場所：石岡市地域子育て支援センター（柿岡

2155）
参加費：300 円
子ども服など募集
▶不要の子ども服や靴、おもちゃ、絵本を無

料で提供してくれる人を募集しています。
募集期間：12 月２日月〜９日月（土日除く）
問石岡市地域子育て支援センター℡ 44-8011

おひさまとたんぽぽの会

かすみがうらマラソン参加者募集
▶ 30 回記念大会となる「かすみがうらマラ

ソン兼国際ブラインドマラソン」。参加賞の
ほか、完走者には記念特典をご用意！たく
さんの方の参加をお待ちしています。種目
など、詳しくは大会公式ホームページをご
覧ください。

日時：令和２年４月 19 日日
申込期間：12 月４日水午前 10 時から令和２

年１月 10 日金午後５時まで
申込方法：
①「LAWSON DO SPORTS」の WEB サイト

で申し込み 
URL：https://do.l-tike.com/kasumigaura-
marathon2020/

②ローソン・ミニストップ店頭 Loppi から申
し込み

③電話で申し込み 
℡ 0463-35-8880 

（平日午前 10 時〜午後 5 時）
※電話受付は 12 月４日水〜 10 日火まで
問かすみがうらマラソン大会事務局 
（土浦市スポーツ振興課内） 
℡ 029-893-5515

土浦市

大会公式ホームページ→

広報いしおか 12 月 1 日号　№３４０　　１０　　　　　　
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▼
ひ
と
り
親
家
庭
（
母
子
・
父
子

家
庭
）
の
お
子
さ
ん
の
新
入
学

時
に
祝
品
（
学
用
品
）
を
贈
呈

し
ま
す
。

申
込
期
限
／
令
和
2
年
1
月
10
日

金
申
込
方
法
／
左
の
申
込
先
に
①
お

子
さ
ん
の
氏
名
②
保
護
者
名
③

住
所
④
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

　
・
問
石
岡
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

℡
23
・
８
８
７
４
（
川
﨑
）

▼
障
が
い
の
あ
る
人
が
作
成
し
た

作
品
の
展
示
を
、
市
役
所
１
階

メ
ロ
デ
ィ
ア
ス
ホ
ー
ル
で
行
い

ま
す
。

　
令
和
元
年
12
月
３
日
か
ら
９
日

ま
で
が
障
害
者
週
間
と
な
り
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
展
示
し
ま

す
。

期
間
／
12
月
3
日
火
か
ら
9
日
月

ま
で
（
5
日
木
を
除
く
）

場
所
／
市
役
所
１
階
メ
ロ
デ
ィ
ア

ス
ホ
ー
ル

問
1
社
会
福
祉
課
℡
23・５
５
６
９

▼
視
覚
障
害
者
の
日
常
生
活
や

社
会
参
加
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
福

祉
機
器
の
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。
福
祉
に
興
味
を
持
つ
人
な

ど
も
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
22
日
日
午
前
10
時
〜

午
後
3
時

場
所
／
水
戸
駅
ビ
ル
・
エ
ク
セ
ル

６
階
エ
ク
セ
ル
ホ
ー
ル

出
展
品
／
白
杖
・
拡
大
読
書
機
・
点

字
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
音
声
案
内
調

理
家
電
・
音
声
式
電
波
腕
時
計
な

ど
多
数
出
展
予
定

問（
福
）茨
城
県
視
覚
障
害
者
協
会 

℡
０
２
９・２
２
１・０
０
９
８

▼
令
和
元
年
10
月
１
日
現
在
、
市

内
在
住
で
指
定
難
病
特
定
医
療

費
助
成
の
対
象
疾
病
３
３
３
疾

患
に
該
当
す
る
難
病
患
者
の
人

に
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

見
舞
金
額
／
一
人
年
額
３
万
円

申
請
期
間
／
10
月
１
日
火
〜
令
和

２
年
３
月
31
日
火 

（
閉
庁
日
を

除
く
）

※
期
間
内
に
申
請
の
な
い
場
合
、

見
舞
金
を
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の
／

①
申
請
書

②
指
定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者

証
な
ど

③
認
め
印

④
本
人
名
義
の
口
座

※
15
歳
未
満
は
保
護
者
の
口
座

申
請
場
所
／

・
社
会
福
祉
課( 

本
庁)

・
市
民
窓
口
課( 

支
所)

問
1
社
会
福
祉
課

　
℡
23
・
５
５
６
９

▼
12
月
28
日
土
か
ら
１
月
5
日
日

ま
で
乗
合
い
タ
ウ
ン
メ
イ
ト
は

運
休
し
ま
す
。
１
月
6
日
月
の

予
約
は
12
月
23
日
月
か
ら
。

※
乗
車
予
約
は
、
土
日
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
き
５
日
前
か
ら
当

日
運
行
時
刻
の
30
分
前
ま
で
。

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
℡
22
・
２
４
１
１

　
予
約
受
付
セ
ン
タ
ー

　
℡
23
・
５
５
０
０

申

▶非課税世帯・子育て世帯向け「プレミアム付商
品券」の申請は 12 月 20 日金が締切です。対象
者には 7 月下旬に申請書を郵送しています。申
請書を紛失した場合は再発行ができますのでお
問い合わせください。
対象：①または②の人
①平成 31 年度住民税非課税の人（住民税課税の

人の被扶養者と生活保護受給者除く）
②乳幼児のいる子育て世帯 （平成 28 年４月２日

〜令和元年９月 30 日生まれの子がいる世帯）
購入限度額：対象①の人は１人あたり２万５千円

分 ( 販売額２万円 ) 
対象②の人は２万５千円分 ( 販売額２万円 ) ×
該当の乳幼児の数

※対象①②両方に当てはまる人は、それぞれの立

場で限度額まで商品券を購入可。
申請方法：住民税非課税の人のみ申請が必要です。

７月下旬に送付した申請書をご確認ください。
申請期間：12 月 20 日金まで
商品券の使用期間：令和２年１月 31 日金まで
問1社会福祉課　℡ 23-5569

プレミアム付商品券の申請期限は12月20日まで！
忘れずに！

難
病
患
者
見
舞
金

手
続
き
は
お
早
め
に

おしらせ

水
戸
で
福
祉
機
器
の

展
示
会
開
催

イベント

障
害
者
週
間
に

市
役
所
で
作
品
展
示

おしらせ

ひ
と
り
親
家
庭
へ

入
学
児
童
祝
品
贈
呈

おしらせ

乗
合
い
タ
ク
シ
ー

運
休（
年
末
年
始
）

おしらせ
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広 告 掲 載 欄

▼
い
つ
も
は
行
け
な
い
遠
い
場
所

へ
、
お
買
い
物
に
行
き
ま
せ
ん

か
？
那
珂
湊
お
さ
か
な
市
場
で

年
末
年
始
に
向
け
て
の
準
備
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

※
当
日
は
現
地
に
て
定
刻
ま
で
自

由
行
動
と
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
25
日
水
午
前
10
時
20

分
集
合
（
福
祉
バ
ス
で
移
動
）

集
合
場
所
／
石
岡
イ
ベ
ン
ト
広
場

料
金
／
昼
食
は
現
地
で
各
自
負
担

対
象
者
／
外
出
す
る
機
会
の
少
な

い
65
歳
以
上
の
人

定
員
／
約
50
人

申
込
方
法
／
高
齢
福
祉
課
に
電

話
も
し
く
は
窓
口
に
て
申
し
込

み
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
選

考
お
よ
び
抽
選
。
申
し
込
み
者

１
人
に
つ
き
１
人
ま
で
付
添
い

者
の
申
し
込
み
が
可
能
。

申
込
期
間
／
12
月
２
日
月
〜
11
日
水

（
最
終
日
は
午
後
7
時
ま
で
）

問
1
高
齢
福
祉
課
℡
23・７
３
２
６

▼
み
ん
な
で
楽
し
く
体
を
動
か
し

な
が
ら
「
脳
ト
レ
」
に
も
な
る

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
教
室
。
転

倒
予
防
や
認
知
症
予
防
に
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。

日
時
／
令
和
２
年
１
月
10
日
・
24

日
・
２
月
21
日
・
28
日
・
３

月
13
日
・
27
日
（
金
全
６
回
） 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館

講
師
／
前
嶋 

さ
く 

氏

定
員
／
50
人
（
超
過
時
は
抽
選
）

申
込
方
法
／
12
月
3
日
火
〜
13
日
金

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。

問
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り

の
館
（
月
曜
休
館
） 

℡
35
・
１
１
２
６

日
時
／
12
月
13
日
・
20
日
・
令

和
2
年
1
月
10
日
・
17
日
金 

午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

場
所
／
中
央
公
民
館
１
階
和
室

定
員
／
各
回
40
人
程
度

※
事
前
申
込
不
要
。
当
日
は
午
後

1
時
か
ら
受
付
し
ま
す
。

問
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡
35
・
１
１
２
７

高齢者の長寿を祝う
石岡市内18地区で敬老会を開催しました

　今年も市内各地で 75 歳以上を対象とした敬
老会が開催されました。
　敬老会は、国の老人の日・老人週間の記念
事業として、市内在住の高齢者の長寿を祝う
とともに多年にわたり社会の発展に寄与して
きたことを感謝するもの。石岡市では 18 地区
に分かれ、各地区実行委員会により実施され
ています。
　10 月 13 日に開催された東府中地区敬老会
には約 30 人が来場。ギター・フルートなどを
使った演奏やカラオケ大会、県指定無形文化
財のお囃子披露が行われ、団らんを楽しみま
した。

▲東府中地区では、人数が少ない中継続して式典を実施し、
地区としての繋がりを強めています。

広報いしおか 12 月 1 日号　№３４０　　１２　　　　　　

高
齢
者
限
定

お
買
い
物
ツ
ア
ー

募　集

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

で
転
倒
予
防

募　集

中
央
公
民
館
で

シ
ル
・
リ
ハ
体
験

募　集



防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄

▼
今
回
の
内
容
は
「
も
し
も
の

時
を
考
え
よ
う
」
で
す
。
人
生

の
最
期
に
ど
う
在
り
た
い
か
、

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
考
え

た
り
話
し
た
り
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
17
日
火 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
／
八
郷
総
合
支
所
2
階 

里
山
カ
フ
ェ
「
ゆ
い
て
ら
す
」

対
象
者
／
認
知
症
の
人
や
そ
の
家

族
、
地
域
住
民

問
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡
35
・
１
１
２
７

▼
市
内
精
神
科
医
療
機
関
の
精
神

保
健
福
祉
士
に
よ
る
相
談
会
で

す
。
訪
問
相
談
も
可
。
認
知
症

は
誰
で
も
な
る
可
能
性
の
あ
る

病
気
で
す
が
、
早
期
に
診
断
や

治
療
を
受
け
、
今
後
の
生
活
や

介
護
の
見
通
し
を
立
て
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
初
期
の
サ

イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、
適
切
な
対

応
を
行
う
こ
と
で
、
進
行
を
遅

ら
せ
る
こ
が
で
き
ま
す
。

日
時
／
12
月
18
日
・
令
和
2
年
１

月
８
日
・
22
日
水 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所
／
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
訪
問
相
談

申
込
方
法
／
事
前
に
電
話
で
申
し

込
み
。

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡
35
・
１
１
２
７

▼
個
人
情
報
の
入
力
は
一
切
不

要
。
医
学
的
な
診
断
基
準
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
暮
ら
し
の
中

の
目
安
と
し
て
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
、

ご
心
配
な
人
は
も
の
忘
れ
相
談

会
を
利
用
く
だ
さ
い
。

※
利
用
無
料（
通
信
料
は
自
己
負
担
）

URL

：http://fishbowlindex.
net/ishioka/

問
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
℡
35
・
１
１
２
７

①
室
内
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
や
流
行
り
の

カ
ー
リ
ン
グ
に
似
た
ユ
ニ
カ
ー

ル
な
ど
、
楽
し
い
室
内
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
で
き
ま
す
。

日
時
／
12
月
26
日
・
令
和
2
年
1

月
23
日
・
2
月
20
日
・
3
月
26

日
（
木
・
全
４
回
） 

午
後
1
時
30
分
〜
３
時

講
師
／
石
岡
市
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ

②
ス
マ
イ
ル
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
教
室

▼
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
の
要
素

を
盛
り
込
み
体
力
、
筋
力
ア
ッ

プ
を
い
ま
す
。
気
持
ち
よ
く
汗

を
か
い
て
運
動
不
足
を
解
消
し

ま
し
ょ
う
。

日
時
／
12
月
27
日
・
令
和
2
年
1

月
10
日
・
24
日
・
31
日
（
金
・

全
４
回
）
2
月
6
日
・
13
日
・

20
日
・
27
日
（
木
・
全
４
回
） 

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

講
師
／
佐
藤 

直
子 

氏
（
日
本
エ

ア
ロ
ビ
ッ
ク
連
盟
）

③
ポ
レ
ポ
レ
体
操
（
女
性
限
定
）

▼
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
体
を
動
か

し
て
、
楽
し
く
心
地
よ
い
運
動

を
！

日
時
／
令
和
2
年
1
月
9
日
・
30

日
・
2
月
6
日
・
27
日
・
3
月

12
日
・
26
日
（
木
・
全
６
回
） 

午
前
10
時
〜
11
時
15
分

講
師
／
栃
本 

恵
子 

氏

④
健
身
気
功
五ご
き
ん
ぎ
禽
戯
教
室

▼
動
物
の
動
き
か
ら
学
ぶ
、
簡
単

気
功
体
操
で
す
。
体
の
コ
リ
を

ほ
ぐ
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
を

も
た
ら
す
、
身
体
と
心
の
健
康

法
で
す
。

日
時
／
令
和
2
年
2
月
1
日
・
9

日
・
29
日
・
3
月
7
日
（
土
日
・

全
５
回
） 

午
前
10
時
〜
11
時

講
師
／
高
木 

早
智
子 

氏
（
日
本

健
身
開
発
指
導
員
）

①
〜
④
共
通

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま

わ
り
の
館

定
員
／
30
人
（
超
過
時
は
抽
選
）

申
込
方
法
／
12
月
3
日
火
〜
13
日
金

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
に
直

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。

問
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ
り

の
館
（
月
曜
休
館
） 

℡
35
・
１
１
２
６

 　　　　　　１３　　広報いしおか 12 月 1 日号　№３４０

も
の
忘
れ（
認
知
症
）

相
談
会
開
催

相　談

認
知
症
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
せ
ん
か
？

おしらせ

ひ
ま
わ
り
の
館

４
教
室
開
催

募　集

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

「
結ゆ

い

」
開
催

イベント



情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800-800-7766

問 1石岡市役所本庁舎　2八郷総合支所 ℡ 43-1111（代表）　　　※料金の記載のないものは無料。

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

広 告 掲 載 欄 広 告 掲 載 欄

▼
地
震
や
台
風
、
武
力
攻
撃
な
ど

の
非
常
事
態
に
備
え
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）
を
用
い
た
全
国
一
斉
情
報

伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
４
日
水
午
前
11
時

情
報
伝
達
手
段
／
①
防
災
行
政
無

線
②
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
③
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

放
送
内
容
／
市
内
に
設
置
し
て
い

る
防
災
行
政
無
線
で
は
、
次
の

よ
う
に
放
送
し
ま
す
。

♪
上
り
チ
ャ
イ
ム

　
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
」
×
３
回

　
「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
い
し

お
か
で
す
」

♪
下
り
チ
ャ
イ
ム

※
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）
と
は
、
国
民
保
護

情
報
・
特
別
警
報
・
緊
急
地
震

速
報
な
ど
の
緊
急
情
報
を
瞬
時

に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

問
1
防
災
対
策
課

℡
23
・
７
２
８
４

今年も残り、あとひと月。年末年始のごみ収集をチェック！
問1生活環境課（℡ 23-7301）・ 2総務課（内線 1338）

広報いしおか 12 月 1 日号　№３４０　　１４　　　　　　

全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練

おしらせ

   コース    年末最終日（回収物）    年始開始日（回収物）
  石岡地区 A コース （燃えるごみ月・木）   12 月 30 日月（燃えるごみ）  1 月 6 日月（燃えるごみ）
  石岡地区 B コース （燃えるごみ火・金）   12 月 27 日金（燃えるごみ）  1 月 6 日月（無色びん）

  林・小桜・高友・金指・片野   12 月 28 日土（プラスチック）  1 月 4 日土（ペットボトル）

  恋瀬・瓦会・長堀・八重   12 月 28 日土（プラスチック）  1 月 4 日土（ペットボトル）

  張間・パセオパルケ・南山崎・園西・  宿山崎・  
  柴間・ 富士ハイランド   12 月 28 日土（プラスチック）  1 月 4 日土（ペットボトル）

  上記以外の園部   12 月 28 日土（プラスチック）  1 月 4 日土（ペットボトル）
  細谷・上青柳・下青柳・原押越・ 加生野・須釜・ 
  小幡・ 葦穂・柿岡（新地）   12 月 28 日土（プラスチック）  1 月 4 日土（ペットボトル）

  柿岡（新地を除く）   12 月 28 日土（プラスチック）  1 月 4 日土（ペットボトル）

ごみの自己搬入
石岡地区にお住まいの皆さん
　自己搬入は 12 月 27 日金午後 4 時 30 分まで
　搬入先／霞台厚生施設組合環境センター
　　　　　（小美玉市高崎 1824-2）
　電話番号／ 26-0246
八郷地区にお住まいの皆さん
　自己搬入は 12 月 28 日土午前 11 時 45 分まで
　搬入先／新治地方広域事務組合 環境クリー

　ンセンター（かすみがうら市上佐谷 31- １）
　電話番号／ 59-4649

し尿汲み取り
両地区対象
　（有）城東クリーンサービス　
　（有）石岡衛生　　　　　　 
　石岡興業（株） 　　　　　
石岡地区対象
　（有） 環境保全    　　　　　  
八郷地区対象
　（有）八郷衛生    　　　　　  
　小松崎運輸（有）　　　　　
　（有）博愛社　

℡ 26-5244
℡ 26-4594
℡ 23-4149

℡ 24-3106

℡ 44-0151
℡ 44-1004
℡ 46-4453



防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

広 告 掲 載 欄

▼
償
却
資
産
と
は
、
事
業
を
行
っ

て
い
る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た

め
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
構

築
物
、
機
械
、
装
置
、
工
具
、

器
具
、備
品
な
ど
の
こ
と
で
す
。

令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
で
償

却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人

は
、
１
月
31
日
金
ま
で
に
申
告

す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

申
告
に
基
づ
き
令
和
２
年
度
の

固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）
を

算
出
し
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
人
／

・
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
個
人

ま
た
は
法
人

・
令
和
２
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内

で
事
業
を
営
ん
で
は
い
な
い
が
、

事
業
用
の
償
却
資
産
を
貸
し
付

け
て
い
る
個
人
ま
た
は
法
人

申
告
期
限
／
令
和
２
年
１
月
31
日
金

申
告
方
法
／
平
成
31
年
度
に
申
告

を
し
た
人
は
、
１
年
間
の
償
却

資
産
の
増
減
を
申
告
。た
だ
し
、

平
成
31
年
度
に
電
算
申
告
を
し

た
人
や
、
事
業
を
始
め
た
人
、

新
た
に
申
告
す
る
人
は
、
１
月

１
日
に
所
有
し
て
い
る
す
べ
て

の
償
却
資
産
を
申
告
。

※
昨
年
度
に
申
告
し
た
人
に
は
、

12
月
中
旬
頃
に
申
告
用
紙
を
郵

送
す
る
予
定
で
す
。
新
た
に
申

告
す
る
人
や
申
告
用
紙
が
届
か

な
い
人
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
1
税
務
課
℡
23
・
７
２
９
５

▼
固
定
資
産
税
は
、
１
月
１
日
時

点
で
土
地
・
家
屋
を
所
有
し
て

い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
年

内
に
家
屋(

居
宅
・
店
舗
等)

の
取
壊
し
の
確
認
が
で
き
な
い

と
次
の
年
度
も
課
税
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
家
屋
を
取
壊
し
た

場
合
や
家
屋
の
用
途
を
変
更
し

た
場
合
は
、
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
1
税
務
課
℡
23
・
７
２
９
５

令
和
元
年
分
の
確
定
申
告
会
場

さ
ん
・
あ
ぴ
お
（
土
浦
市
大
畑

１
６
１
１
）

開
設
期
間
／
令
和
２
年
２
月
17
日

月
〜
３
月
16
日
月

※
上
記
期
間
以
外
は
、
土
浦
税
務

署
庁
舎
で
は
確
定
申
告
会
場
は

設
置
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

※
確
定
申
告
書
は
、
パ
ソ
コ
ン
・

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
か
ら
も

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
確
定
申

告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
で
簡
単
に

作
成
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
決
算
説
明
会

▼
決
算
の
仕
方
や
決
算
書
等
の
書

き
方
、
消
費
税
軽
減
税
率
制
度

に
対
応
し
た
経
理
の
仕
方
な
ど

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す

①
農
業
所
得
を
有
す
る
白
色
申
告
者

日
時
／
12
月
16
日
月 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

②
農
業
所
得
を
有
す
る
青
色
申
告
者

日
時
／
12
月
16
日
月 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

③
営
業
所
得
を
有
す
る
白
色
申
告
者

日
時
／
12
月
17
日
火 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

④
営
業
所
得
を
有
す
る
青
色
申
告
者

日
時
／
12
月
17
日
火 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

①
〜
④
共
通

会
場
／
土
浦
合
同
庁
舎
3
階
第
１
会

議
室
（
土
浦
市
真
鍋
５-

17-

26
）

問
土
浦
税
務
署

　
℡
０
２
９・８
２
２・１
１
０
０

※
自
動
音
声
案
内
で
２
を
選
択

▶土浦税務署職員が市役所に出張して ID ＆パス
ワードの登録・発行会を行います。給与所得や
公的年金所得・医療費控除やふるさと納税など
の所得控除が 24 時間スマートフォンで申告で
きます。ID ＆パスワードは一度登録・発行す
れば翌年以降も使用可能です。
必要書類：運転免許証など本人確認書類

問1税務課℡ 23-5584
12月19日木

12月16日月
場所：石岡市役所本庁舎メロディアスホール

午後 1 時 30 分〜 3 時 30 分

午後 2 時〜 4 時
場所：八郷総合支所 103 会議室

ID ＆パスワードの登録・発行会
スマホで確定申告
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償
却
資
産
の
申
告

を
し
ま
し
ょ
う

おしらせ

土
浦
税
務
署
か
ら

の
お
知
ら
せ

確定申告

家
屋
を
取
り
壊
し

た
ら
ご
連
絡
を

おしらせ



情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800-800-7766
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①
木
の
住
ま
い
助
成
事
業

▼
市
民
ま
た
は
市
外
か
ら
の
転
入

者
が
、木
造
住
宅
（
在
来
工
法
）

を
建
築
す
る
場
合
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

条
件
／
市
内
に
本
店
を
有
す
る

設
計
事
務
所
へ
の
設
計
監
理
依

頼
・
市
内
に
本
店
を
有
す
る
工

務
店
へ
の
施
工
依
頼
な
ど
一
定

の
条
件
を
満
た
す
場
合

補
助
額
／
住
宅
建
築
費
用
の
10
％

以
内
で
50
万
円
が
限
度　

②
住
ま
い
づ
く
り
推
進
事
業

▼
市
外
か
ら
の
転
入
者
が
自
己
用

住
宅
を
建
築
す
る
場
合
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

条
件
／
市
外
在
住
１
年
以
上
で
、

こ
れ
か
ら
転
入
ま
た
は
転
入
し

て
２
年
を
経
過
し
な
い
こ
と
。

申
請
者
の
年
齢
が
満
20
歳
以
上

45
歳
以
下
で
あ
る
こ
と
な
ど
一

定
の
条
件
を
み
た
す
場
合

補
助
額
／
住
宅
建
築
費
用
の
10
％

以
内
で
30
万
円
が
限
度

①
・
②
共
通
事
項

・
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
に
建
築
す

る
場
合
は
補
助
額
が
10
万
円
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

・
す
で
に
工
事
に
着
手
し
て
い
る

場
合
や
建
売
住
宅
は
対
象
外
で

す
。

・
補
助
対
象
の
条
件
な
ど
、
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
①
と
②
は
併
用
不
可
。

申
込
方
法
／
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
関
係
書
類
を

添
え
て
申
し
込
み

申
込
締
切
／
令
和
２
年
１
月
31
日

金
問
1
建
築
住
宅
指
導
課

　
℡
23
・
５
５
２
６

▼
都
市
計
画
法
第
29
条
の
規
定
に

基
づ
く
開
発
許
可
を
受
け
た
方

は
、
工
事
が
完
了
し
た
と
き
に

は
市
長
に
完
了
届
を
提
出
し
、

完
了
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
検
査
済
証
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
と
、
将
来
の
増

改
築
又
は
用
途
の
変
更
等
の
際

に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
完
了
検
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
1
建
築
住
宅
指
導
課 

℡
23
・
５
５
２
６

▼
空
家
バ
ン
ク
は
、
空
家
を
売
り

た
い
・
貸
し
た
い
と
考
え
る
所

有
者
と
、
買
い
た
い
・
借
り
た

い
と
考
え
る
利
用
希
望
者
の
橋

渡
し
を
す
る
制
度
で
す
。
使
用

す
る
予
定
の
な
い
空
家
を
お
持

ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
空
家
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
登

録
で
き
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
。

問
1
建
築
住
宅
指
導
課 

℡
23
・
５
５
２
６

▼
「
一
時
的
に
資
材
置
き
場
と
し

て
貸
し
て
ほ
し
い
」
等
の
話
で

土
地
を
貸
し
て
し
ま
い
、
廃
棄

物
を
不
法
投
棄
さ
れ
る
事
例
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
不
法
投
棄

さ
れ
な
い
よ
う
、
む
安
易
に
土

地
を
貸
し
た
り
せ
ず
、
ま
た
定

期
的
な
見
回
り
や
草
刈
り
等
の

土
地
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
1
生
活
環
境
課 

℡
23
・
７
３
０
１

▼
野
焼
き
は
法
律
に
よ
り
、
原
則

禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
外

規
定
の
野
焼
き
（
農
業
者
の
行

う
稲
わ
ら
の
焼
却
等
）
で
あ
っ

て
も
、
市
役
所
に
苦
情
が
入
れ

ば
、
周
囲
へ
の
配
慮
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
落
ち

葉
等
は
燃
や
さ
ず
、
堆
肥
等
に

再
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

※
八
郷
地
区
の
野
焼
き
に
関
す
る

相
談
は
、
八
郷
総
合
支
所
総
務

課
で
承
っ
て
お
り
ま
す
。

問
1
生
活
環
境
課 

℡
23
・
７
３
０
１

2
総
務
課
（
内
線
１
３
３
８
）

▼
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
施
設

へ
接
続
を
さ
れ
て
い
る
方
へ
お

願
い
し
ま
す
。油
は
拭
き
取
り
、

調
理
く
ず
（
野
菜
、
肉
や
魚
の

く
ず
）、
水
に
溶
け
な
い
紙
類

（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
紙
お
む
つ
等
）

は
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
ら
が
流
れ
込
む
と
、

下
水
管
の
詰
ま
り
や
処
理
機
能

が
低
下
す
る
の
で
、
皆
様
が
快

適
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
一
人

ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
1
下
水
道
課
℡
23
・
７
７
４
２

▼
石
岡
市
・
小
美
玉
市
・
か
す
み

が
う
ら
市
・
茨
城
町
の
４
市
町

で
進
め
て
い
る
、
ご
み
処
理
広

域
化
に
お
い
て
、
搬
入
車
両
台

数
の
平
準
化
を
図
る
こ
と
や
、

特
に
遠
方
化
す
る
茨
城
町
の
住

民
負
担
軽
減
策
と
し
て
茨
城
美

野
里
環
境
組
合
の
敷
地
に
中
間

置
場
を
設
置
す
る
為
の
整
備
・

運
営
に
か
か
る
基
本
計
画
の
概

要
版
を
、
霞
台
厚
生
施
設
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま

す
。

問
霞
台
厚
生
施
設
建
設
計
画
課 

℡
56
・
７
７
７
３公式 HP

自
己
用
住
宅
を

建
築
す
る
人
へ

おしらせ

工
事
完
了
後
は
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う

おしらせ

空
き
家
バ
ン
ク
に

ご
登
録
を

おしらせ

あ
な
た
の
土
地
が

狙
わ
れ
て
い
ま
す

おしらせ

下
水
管
の
詰
ま
り
を

防
ぐ
た
め
に

おしらせ

霞
台
厚
生
施
設
か
ら

の
お
し
ら
せ

おしらせ

野
焼
き
は

や
め
ま
し
ょ
う

おしらせ
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申 ▼
筑
波
山
地
域
の
大
地
・
自
然
・

ひ
と
の
暮
ら
し
の
つ
な
が
り
を

「
楽
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
」

伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
ジ
オ
ガ

イ
ド
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

期
間
／
12
月
15
日
日
〜
令
和
2
年

2
月
9
日
日
で
全
６
回

※
基
礎
講
座
２
コ
マ
・
専
門
講
座

２
コ
マ
の
受
講
が
必
須

場
所
／
つ
く
ば
市
役
所
ほ
か

対
象
／
心
身
と
も
に
健
康
で
認

定
ジ
オ
ガ
イ
ド
と
し
て
積
極
的

か
つ
継
続
的
に
活
動
が
で
き
る

人
。

定
員
／
25
人
（
抽
選
）

費
用
／
６
０
０
０
円
（
現
地
研
修

の
費
用
は
別
途
負
担
）

申
込
方
法
／
12
月
2
日
月
〜
６
日

金
に
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X

※
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
・
ガ
イ
ド
と
し
て

の
抱
負
を
記
入
。

　
・
問
つ
く
ば
市
役
所
経
済
部
ジ

オ
パ
ー
ク
室

℡
０
２
９・８
８
３・１
１
１
１

FAX
０
２
９・８
６
８・７
６
１
５

　

geo298@city.tsukuba.lg.jp

　8 月に東京都文京区から文京リトルモンキー
ズの 23 名の小学生が訪れ柏原野球公園で交流
試合を行いました。
　地元からは石岡ファイターズ・府中エンジェ
ルス・石岡ドラゴンズ・玉里少年野球クラブの
合同チームが参加し、小学 4 年生以下・高学

年などに分かれて日ごろの練習の成果を出し合
いました。
　石岡市と文京区は近年、交流バスツアーの開
催や、各種イベントへの出展の他、社会福祉協
議会同士の交流、ゲートボールの交流試合など、
交流のすそ野が広がってきています。

文京区の少年野球チームと交流試合を開催

①小松菜は茹でて冷まし、冷めたら水気を絞り
3 ～ 4㎝位に切る。

②さば缶はあけて、水気を軽く切り、フォーク
でほぐし、マスタードとマヨネーズを加えて
混ぜる。

③②に①を加えてさっと和え、器に盛る。
栄養成分

（1 人分　熱量 57Kcal、塩分相当量 0.3 ｇ）

※調理が簡単で青菜がたっぷりとれるメニュー
です。マヨネーズに粒マスタードを加えること
によって塩分控えめになります。また、野菜や
さば等の青魚には LDL（悪玉）コレステロー
ルを下げる働きがあります。

ヘルスメイトのレシピ紹介
小松菜とさば缶の粒マスタード和え

材料（4 人分）
・さば水煮缶　80g　・小松菜　400g
・粒マスタード　小さじ 2
・マヨネーズ　小さじ 2

問1政策企画課　℡ 23-7277

筑
波
山
地
域
ジ
オ

　
ガ
イ
ド
養
成
講
座

募　集



情報ネットワークテレホンサービス（緊急診療をお知らせ）℡ 0800-800-7766

問 石岡保健センター ℡ 24-1386　八郷保健センター ℡ 43-6655

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120-99-6907（通話料無料）

03

※結果は医学的診断をするもの
ではありません。

こころ、元気ですか？

01
子宮・乳がん個別検診

04

02

こころといのちの電話相談の
ホームページはこちら→

献血の日程や献血を詳しく知り
たい人はこちらから→

こころといのちの電話相談

12 月の献血

05

インフルエンザ予防接種の助成期間は令和
２年１月 31 日までになっています。 助成対
象の人には９月下旬に通知をお送りしていま
す。接種をご希望の際は、期間内にご利用く

ださい。詳しくは通知をご確認ください。 

※インフルエンザ予防接種は義務ではありませ
ん。接種を希望される方のみお受けください。

インフルエンザ予防接種はお済みですか？

検診実施期間は令和 2 年 2 月 29 日土までです。

※マンモグラフィは 2 年に 1 回の助成です。
検診実施機関はお問い合わせください。

400mL 献血は患者さんの副作用発生の可能
性が低く、安全性が向上します。400mL 献
血にぜひご協力願います。

検診項目・対象・個人負担金・
申込方法の詳細はこちらから→

乳がん検診項目 対象年齢 個人負担金
超音波（エコー） 30 歳以上 1,000 円
マンモグラフィ 2 方向 40 〜 49 歳 1,000 円
マンモグラフィ 1 方向 50 歳以上 1,000 円

子宮がん検診項目 対象年齢 個人負担金
子宮頸がん検診（細胞診） 20 歳以上 2,000 円

12 月 9 日 月 石岡市役所
 受付時間：9:30~11:45・13:00~16:00
12 月 17 日 火 国府地区公民館
 受付時間：10:00~11:45・13:00~16:00
12 月 27 日 金 ウェルサイト石岡
 受付時間：10:00~11:45・13:00~16:00

「こころの体温計」はスマートフォンやパソコ
ンを利用してストレス度や落ち込み度を気軽
にチェックできます。

自分だけでなく周りの大切な人のこころの健
康も確認できます。こころの疲れを早めに見
つけて、休養を取ったり気分転換をしたりす
る事で、こころの健康を保つことにつながり
ます。ぜひお試しください。

こころの悩みや心配を誰にも話せず一人で抱
えていませんか？
保健センターでは専門の相談員が電話で相談
に応じています。
秘密は守られます。安心して電話をおかけく
ださい。

日時：毎月第２火曜日 9:00~12:00・13:00~16:00
℡ 43-6655（八郷保健センター内）

石岡市　こころの体温計

広報いしおか 12 月 1 日号　№３４０　　１８　　　　　　
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令
和
元
年
市
町
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会

７
月
21
日
／
八
郷
総
合
運
動
公
園

多
目
的
広
場

優
勝
／
水
久
保
フ
ァ
イ
ア
ー
ズ

月
例
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

８
月
９
日
／
鹿
の
子
健
康
広
場

優
勝
／
鹿
の
子
チ
ー
ム

第
36
回
茨
城
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ス
ポ
ー
ツ
大
会
水
泳
大
会

８
月
11
日
／
山
新
ス
イ
ミ
ン
グ
ア

リ
ー
ナ
サ
ブ
プ
ー
ル

小
学
生
女
子
25
ｍ
自
由
形

第
１
位　

新
里 

絢
心
（
石
岡
ド

ル
フ
ィ
ン
ク
ラ
ブ
）

小
学
生
女
子
１
０
０
ｍ
個
人
メ
ド

レ
ー  

第
３
位  

新
里 

絢
心

（
石
岡
ド
ル
フ
ィ
ン
ク
ラ
ブ
）

小
学
生
女
子
25
ｍ
自
由
形

第
２
位  

芳
賀 

亜
湖(

石
岡
ド
ル

フ
ィ
ン
ク
ラ
ブ)

小
学
生
女
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

第
２
位　

鈴
木 

弥
奈(

石
岡
ド

ル
フ
ィ
ン
ク
ラ
ブ)

小
学
生
女
子
25
ｍ
平
泳
ぎ

第
３
位　

前
島 

芹
俐(

石
岡
ド

ル
フ
ィ
ン
ク
ラ
ブ)

令
和
元
年
度
石
岡
市
ク
ラ
ス
別
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

９
月
１
日
／
八
郷
総
合
運
動
公
園

体
育
館

男
子
複
A
優
勝

森
田　
彩
仁　
中
村  

大
樹

男
子
複
B
優
勝

小
川　
拓
真   

芦
田　
佳
樹

男
子
複
C
優
勝

岡
島　
優
太   

板
野　
晃
久

男
子
複
１
０
０
優
勝

岡
野　
正
行　
西
野　
将
義

女
子
複
A
優
勝

吉
田　
楓　
　
飯
村　
梨
衣
子

女
子
複
B
優
勝

田
代　
里
実　
寺
門　
美
樹

女
子
複
C
優
勝

篠
原　
直
枝　
瀬
尾　
由
美
子

八
郷
T
B
G
ク
ラ
ブ
第
22
回
選

手
権
大
会

９
月
７
日
／
八
郷
総
合
運
動
公
園

男
子
の
部
優
勝
／
髙
橋　
邦
雄

女
子
の
部
優
勝
／
髙
橋　
ち
が
子

秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

９
月
８
日
／
八
郷
総
合
運
動
公
園

多
目
的
広
場

優
勝　
ブ
レ
イ
ド

第
22
回
石
岡
市
長
杯
タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会

９
月
11
日
／
ふ
れ
あ
い
の
里

T
B
G
場

男
子
の
部
優
勝
／
髙
橋　
邦
雄

女
子
の
部
優
勝
／
梶
山　
利
江

月
例
（
9
月
）
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

9
月
19
日
／
鹿
の
子
健
康
広
場

優
勝
／
あ
け
ぼ
の
チ
ー
ム

第
10
回
石
岡
市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

10
月
８
日
／
石
岡
運
動
公
園
多
目

的
広
場

男
子
優
勝
／
井
坂　
光
雄

女
子
優
勝
／
戸
田　
育
子

第
12
回
交
通
安
全
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会

９
月
20
日
／
八
郷
総
合
運
動
公
園

多
目
的
広
場

男
子
優
勝　
坂
場　
四
郎

女
子
優
勝　
飯
塚　
直
子

令
和
元
年
度
石
岡
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会

親
善
交
流
大
会

10
月
３
日
／
八
郷
総
合
運
動
公
園

Ｔ
Ｂ
Ｇ
場

男
子
の
部

シ
ニ
ア
優
勝　
永
井　
次
男

ゴ
ー
ル
ド
優
勝　
藤
井　
良
男

女
子
の
部

シ
ニ
ア
優
勝　
梶
山　
利
江

ゴ
ー
ル
ド
優
勝　
富
田　
き
よ
子

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
高
齢
者

の
健
康
増
進
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
最
適
で
す
。
市
内
の
各
ク
ラ

ブ
が
週
２
〜
５
回
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
仲
間
に
入
っ
て

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

各
ク
ラ
ブ
紹
介

①
柏
原
ク
ラ
ブ

練
習
場
所
／
柏
原
公
園

問
℡
23
・
１
７
７
０
（
原
田
）

②
守
横
ク
ラ
ブ

練
習
場
所
／
中
央
児
童
公
園

問
℡
23
・
０
４
３
８
（
小
松
崎
）

③
友
遊
ク
ラ
ブ

練
習
場
所
／
石
岡
運
動
公
園

問
℡
26
・
０
７
５
３
（
飯
塚
）

④
杉
並
ク
ラ
ブ

練
習
場
所
／
杉
並
青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
広
場

問
℡
23
・
４
０
６
０
（
野
口
）

※
八
郷
地
区
（
小
幡
・
葦
穂
・
恋

瀬
・
瓦
井
・
園
部
）
に
も
各
ク

ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。

問
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
事
務
局 

℡
23
・
０
４
３
８
（
小
松
崎
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

愛
好
家
大
募
集

募　集

７
〜
10
月
大
会
結
果

スポーツ

スポーツ指導者向け
AED・普通救命講習会を開催

9 月 8 日に、地域のスポーツ指導者 16 名が
石岡市消防本部で AED・普通救命の講習を
受講しました。講習では心肺蘇生法や止血
法・怪我や熱中症に対する応急手当ての指
導を受けました。



日
時
／
１
月
７
日
・
14
日
・
２
月

４
日
㊋
・
12
日
㊌　

午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支

部
（
土
浦
市
中
央
１
︲
11
︲
19
）

※
予
約
制
で
す
の
で
事
前
に
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

㉄
関
東
信
越
税
理
士
会
土
浦
支
部

　
℡
０
２
９・８
２
４・５
０
５
５

▼
相
談
内
容
が
台
風
15
・
19
・
21

号
の
被
害
に
よ
る
困
り
ご
と
に

限
り
、
弁
護
士
に
無
料
で
相
談

で
き
ま
す
。
事
前
予
約
制
。

水
戸
相
談
セ
ン
タ
ー

相
談
日
時
／
㊋
・
㊌
・
金

　
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
茨
城
県
弁
護
士
会
館
２
階

　
（
水
戸
市
大
町
２
︲
２
︲
75
）

℡
／
０
２
９・２
２
７・１
１
３
３

土
浦
相
談
セ
ン
タ
ー

相
談
日
時
／
㊍
の
み

　
午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時

～
４
時
・
午
後
６
時
～
８
時

場
所
／
茨
城
県
弁
護
士
会
土
浦
支
部

（
土
浦
市
中
央
１
︲
13
︲
３
大
国

亀
城
公
園
ハ
イ
ツ
３
０
４
）

℡
／
０
２
９・８
７
５・３
３
４
９

共
通
事
項

受
付
時
間
／
月
～
金

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

㉄
茨
城
県
弁
護
士
会

　
℡
０
２
９・２
２
１・３
５
０
１

▼
12
月
１
日
は
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
。
あ
な
た
と
あ
な
た
の
大

切
な
人
を
守
る
た
め
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
土
浦
保
健
所
で
匿
名
・
無
料
で

検
査
や
相
談
が
で
き
ま
す
。

※
検
査
結
果
は
、
当
日
に
口
頭
で

本
人
に
お
伝
え
し
ま
す
。

検
査
日
時
／
毎
週
月
曜
日

午
前
９
時
30
分
～
10
時
45
分

（
事
前
予
約
制
）

㉄
県
土
浦
保
健
所
保
健
指
導
課

℡
０
２
９・８
２
１・５
５
１
６

防災行政無線 無料テレフォンサービス　℡ 0120︲99︲6907（通話料無料）

＼市長と話そう！／　タウンミーティング
　タウンミーティングとは、市長自らが地域や
団体の皆さんのもとに出向き、より良いまちづ
くりのためにお話を伺う制度です。

※自治会やボランティアグループなど 10 人以
上であれば、随時申し込みを受け付けています。
㉄秘書広聴課　℡ 23-7274

団体：三村御前山いきいきクラブ
とき：８月 22 日　参加者：12 名
参加者から出た意見
・どこに行くにも自動車がないと不便な環境で
あるが、最近では高齢者の免許証返納が促され
ている。公共交通の十分な整備をしてほしい。
 ・老人会の継続のため、会計処理の簡素化や、
取りまとめをする人の育成をしてほしい。
・ 子どもたちが通学しやすい道路にしてほし
い。

シリーズ 52
いきいきクラブの活動を通して

団体：石岡市御幸通り商店街振興組合
とき：９月 20 日　参加者：８名
参加者から出た意見
・御幸通りの空き店舗を、お店を開きたい人に
貸し出しやすいようにしてほしい。
 ・イベントのＰＲ不足を感じる。商工会議所・
市・商店街の連携を強化してほしい。
・駅前通りの道路標識がわかりにくいので、安
全で分かりやすい道路にしてほしい。
・ ステーションパークをもっと使いやすくして
ほしい。
・ＬＥＤの街路灯を設置してほしい。

シリーズ 53
御幸通り商店街とまちづくり

税
理
士
に
よ
る

　
無
料
税
務
相
談
会

相　談

弁
護
士
に
よ
る

　
無
料
法
律
相
談
会

相　談

受
け
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

おしらせ

広報いしおか 12 月 1 日号　№３４０　　２０　　　　　　



11
月
２
日
（
土
）　

　
読
書
の
秋
に
ふ
と
思
う

　
図
書
館
１
３
０
周
年
記
念
事
業

の
一
つ
に
、
直
木
賞
作
家
の
出
久

根
達
郎
さ
ん
の
講
演
が
あ
り
、
そ

の
前
座
と
し
て
出
久
根
先
生
と
私

の
読
書
談
議
が
30
分
ほ
ど
あ
り
ま

し
た
。
話
術
巧
み
な
先
生
は
魔
法

の
よ
う
に
誘
導
し
て
、
私
の
読
書

遍
歴
を
引
き
出
し
ま
す
。

「
小
学
３
年
生
の
と
き
、
図
書
館
で

猿
飛
佐
助
全
集
を
借
り
て
、
読
む

楽
し
み
を
知
り
ま
し
た
」

　
先
生
の
問
い
か
け
は
、
私
の
記

憶
の
奥
か
ら
意
外
な
事
実
を
引
き

出
し
ま
す
。
小
学
４
年
生
に
な
る

と
２
か
月
ご
と
に
配
本
さ
れ
る
、

小
学
館
の
日
本
大
百
科
事
典
を
、

貪
る
よ
う
に
１
ペ
ー
ジ
か
ら
最
後

の
ペ
ー
ジ
ま
で
を
読
み
ま
し
た
。

全
18
巻
の
大
冊
は
、
私
の
好
奇
心

を
大
い
に
刺
激
し
ま
し
た
。

「
中
学
生
に
な
る
と
、
星
空
に
興

味
が
あ
っ
た
せ
い
か
Ｓ
Ｆ(

空
想

科
学
小
説)

を
読
み
耽
り
ま
し
た
」

　
な
る
ほ
ど
面
白
い
！
と
先
生
は

さ
ら
に
持
ち
上
げ
て
き
ま
す
。

「
こ
れ
が
高
校
２
年
生
の
時
の
読

書
ノ
ー
ト
で
す
」

　
当
時
１
日
13
冊
読
ん
だ
記
録
が

あ
り
、
相
当
オ
タ
ク
な
本
の
虫
で

し
た
。
読
書
が
一
定
量
を
超
え
る

と
創
作
欲
が
湧
き
、
小
説
な
ど
創

作
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
と
、

こ
こ
ま
で
が
先
生
に
話
し
た
部
分

で
、
な
る
ほ
ど
聞
き
上
手
と
は
凄

い
も
の
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。

　
記
念
事
業
で
印
象
に
残
っ
た
の

は
中
学
生
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
で
、

本
の
紹
介
を
聞
き
一
番
読
み
た
い

と
思
っ
た
本
に
投
票
す
る
ゲ
ー
ム

で
す
。
市
内
中
学
校
の
代
表
は
、

次
の
本
を
携
え
て
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

書
評
合
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

「
昔
話
法
廷
」
…
石
川
菜
々 
（
石

岡
中
）・
仲
居
凛り

ん
か栞

（
園
部
中
）

「
ぼ
く
は
、
ア
ニ
マ
ル
ト
レ
ー

ナ
ー
」
…
中
島
碧み

う生
（
府
中
中
）

「
そ
し
て
、
バ
ト
ン
は
渡
さ
れ
た
」

… 

和
島
旺お

う
せ
い生

（
国
府
中
） 

「
告
白
」
…
小
松
﨑
彩  （
八
郷
中
）

　
中
学
生
の
レ
ベ
ル
を
は
る
か
に

越
え
た
語
り
口
の
魅
力
あ
ふ
れ
る

発
表
に
、
若
い
う
ち
の
読
書
は
、

豊
か
な
感
受
性
と
表
現
力
、
論
理

性
を
育
て
る
こ
と
を
目
の
当
た
り

に
し
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

文
・
今
泉
文
彦

防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
展

～
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
～

▼
ち
り
め
ん
小
物
・
和
小
物
・

ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
髪
飾
り
・

雑
貨
・
日
用
品
・
シ
ー
ズ
ン

オ
ー
ナ
メ
ン
ト
等
々
手
作
り

大
好
き
な
作
家
た
ち
が
奏
で

る
暖
か
い
作
品
展
で
す
。

期
間
／
12
月
13
日
金
～
20
日
金

●
第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

サ
ン
ド
市

　
今
月
は
21
日
土
開
催
！

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
３
時 

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ

▼
み
ん
な
で
パ
ソ
コ
ン
を
学

び
、遊
ぶ
。初
心
者
、大
歓
迎
。　

日
時
／
12
月
２
日
・
16
日
月

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１

時
～
３
時
、
３
～
５
時　

資
料
代
／
５
０
０
円　
　

●
歴
史
カ
フ
ェ
（
参
加
自
由
）

▼
石
岡
の
歴
史
を
テ
ー
マ
に
語

り
合
い
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
12
月
23
日
月

　
　
　
午
後
２
時
か
ら

案
内
人
／
矢
口
輝
行
氏

　
（
ま
ち
か
ど
歴
史
案
内
人
）

資
料
代
／
３
０
０
円

●
12
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

心
と
身
体
の
健
康
相
談

時
間
／
午
前
10
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
～
午
後
１
時

※
血
圧
計
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

折
り
紙
教
室

日
に
ち
／
12
月
21
日
土　

ち
り
め
ん
小
物　

日
に
ち
／
12
月
７
・
21
日
土

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

　
　
　
今
月
は
４
日
水
開
催
！

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
か
ら

出
店
自
由
、
参
加
者
募
集
中

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー 

ニ
ュ
ー
ス
℡
27
・
５
１
７
１

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～

　
　
午
後
８
時（
木
曜
休
館
）

※
駐
車
場
は
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
駐
車
場（
向
か
い
側
）

臨
時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
長
日
記

Vol.50

年
末
年
始
の

休
館
日
の
お
知
ら
せ

休
館
期
間
／
12
月
28
日
土
～

　
　
　
　
　
　
１
月
４
日
土
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図書館つうしん問 中央図書館　℡ 24‒1507

【12 月の休館日】 ２日月・９日月・16 日月・23 日月・28 日土～ 31 日火

広報いしおか 12 月 1 日号　№３４０　　２２　　　　　　

回
は
物
理
探
査
の
成
果
か

ら
、
後
円
部
に
男
性
の
政

治
的
・
軍
事
的
首
長
、
前
方
部
に

は
女
性
の
呪
術
的
・
宗
教
的
首
長

が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
紹

介
し
ま
し
た
。 

　
被
葬
者
に
つ
い
て
知
る
も
う
ひ

と
つ
の
手
が
か
り
に
は
、
古
墳
の

形
が
あ
り
ま
す
。
全
国
各
地
の
前

方
後
円
墳
に
は
、
大
王
（
天
皇
）

の
古
墳
と
よ
く
似
た
「
縮
小
コ

ピ
ー
」
の
よ
う
な
古
墳
が
あ
り
ま

前 時の記憶
シリーズ 164

問文化振興課（支所）
　℡ 43-1111（内線 1323）

舟塚山古墳の
　　　　被葬者②

34.0m

31.0m

31.0m

30.0m

す
。
こ
れ
は
、
大
王
を
は
じ
め
有

力
者
と
関
係
を
結
ん
だ
証
し
と
し

て
有
力
者
の
古
墳
の
設
計
図
を
与

え
ら
れ
、
同
一
の
設
計
の
古
墳
を

造
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
さ
て
舟
塚
山
古
墳
の
最
新
の
測

量
図
を
も
と
に
検
討
す
る
と
、
奈

良
県
広
陵
町
の
巣
山
古
墳
と
よ

く
似
て
い
ま
す
。
巣
山
古
墳
は

「
葛か

つ
ら
ぎ城
氏
」
の
墓
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
葛
城
氏
は
大
王
家
と
婚
姻

関
係
を
結
ん
で
い
た
豪
族
で
、
当

時
の
政
権
は
大
王
と
葛
城
氏
と
の

連
合
政
権
で
あ
っ
た
と
い
う
説
が

あ
る
く
ら
い
の
有
力
者
で
し
た
。 

　
舟
塚
山
古
墳
の
被
葬
者
は
、
大

王
よ
り
も
葛
城
氏
と
の
関
係
が
深

く
、
葛
城
氏
か
ら
茨
城
の
統
治
を

任
さ
れ
た
人
物
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

図
書
館
創
立
１
３
０
周
年

イ
ベ
ン
ト
（
入
場
無
料
） 

歴
史
講
座

常
陸
国
風
土
記

～
編
さ
ん
の
謎
を
解
き
明
か
す
～

日
時
／
令
和
２
年
１
月
16
日
木

　
　
　
午
後
２
時
か
ら 

場
所
／
中
央
図
書
館 

読
書
室 

講
師
／
黒
澤 

彰
哉
氏

元
茨
城
県
立
歴
史
館
史
料
学

芸
部
長
。
現
在
は
真
言
宗
智

山
派
文
殊
院
住
職
。
著
書
に

「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
常
陸
国
風

土
記
」
が
あ
る
。

申
込
開
始
／
12
月
10
日
火
か
ら

イ
ベ
ン
ト

北
村
薫 

対
談
「
本
と
本
づ
く
り
」

▼
台
風
19
号
の
接
近
で
延
期
に

な
っ
て
い
た
対
談
で
す
（
要

事
前
申
込
）。

日
時
／
12
月
22
日
日

　
　
　
午
後
２
時
か
ら　
　

場
所
／
中
央
図
書
館 

読
書
室

講
師
／
北
村
薫
（
作
家
）

　
　
　
北
村
暁
子（
新
潮
社
編
集
者
）

始
ま
り
ま
し
た

　
「
新
着
案
内
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

▼
好
き
な
テ
ー
マ
や
作
家
名
な
ど

を
登
録
す
る
と
、
そ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
関
す
る
当
館
新
着

資
料
の
一
覧
を
登
録
さ
れ
た

メ
ー
ル
に
週
１
回
配
信
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

登
録
方
法
／
中
央
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
蔵
書
検
索
の
「
利
用

者
の
ペ
ー
ジ
」
内
「
新
着
テ
ー

マ
参
照
」
画
面
か
ら
登
録

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
が
済

ん
で
い
な
い
人
は
図
書
館
ま

た
は
公
民
館
図
書
室
窓
口
で

仮
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
が
必

要
で
す
。

年
末
年
始
の
休
館
日 

▼
12
月
28
日
土
～
令
和
２
年
１
月

４
日
土
ま
で
年
末
年
始
の
た

め
、
中
央
図
書
館
と
各
公
民

館
図
書
室
は 

休
館
し
ま
す
。

休
館
中
の
返
却
は
中
央
図
書

館
返
却
ポ
ス
ト
へ
。

12
月
の
お
は
な
し
会 

◆
こ
ど
も
図
書
館
本
の
森　

　
　
午
前
10
時
30
分
か
ら 

お
は
な
し
玉
手
箱
：
７
日
土

定
例
お
は
な
し
会
：
21
日
土

ひ
よ
こ
の
お
は
な
し
か
い：12
日
木

◆
中
央
公
民
館

　
午
後
２
時
30
分
か
ら 

お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
：
14
日
土

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
＠
図
書
館 

▼
図
書
館
で
古
く
な
っ
た
り
利
用

が
少
な
く
な
っ
た
本
や
雑
誌

を
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
13
日
金
・
14
日
土

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
／
中
央
図
書
館　
読
書
室 

※
持
帰
用
の
袋
は
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
持
帰
冊
数
に
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

ふるさと歴史館企画展
舟塚山古墳とその時代
期間：2 月 2 日日まで
場所：ふるさと歴史館

（総社 1‒2‒10、石岡小学校敷地内）
休館：月曜日（祝日の場合は翌日）

▲左半分が舟塚山古墳、右半分が
巣山古墳

◀中央図書館 3 階に
て、茨城県で初めて再
訪学校を開校した太田
うめ（石川地区出身）
のパネル展示を行って
います。12 月 26 日木
まで。
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い
し
お
か
俳
句
同
好
会

　
　
　
南　
台　
菅
野　
憲
枝　

繁
栄
の
歴
史
何
処
か
鳥
渡
る

石　
川　
田
口　
美
子　

秋
風
や
妣
と
揺
ら
れ
て
帆
引
船

三　
村　
田
端　
俊
行　

暴
風
雨
耐
え
し
古
木
の
木
守
柿

細　
谷　
松
﨑　
淑
子　

湖
の
宿
風
に
一
揺
れ
木
守
柿

　
　
旭　
台　
四
日
市
ゆ
み
子

秋
声
や
黄
泉
の
か
け
橋
阿
弥
陀
堂

や
さ
と
俳
句
会

柿　
岡　
野
村　
京
子　

曼
珠
沙
華
咲
く
野
辺
目
指
す
万
歩
計

宇
治
会　
秋
山　
享
弘　

颱
風
に
堪
へ
て
明
る
し
今
朝
の
空

　
瓦　
谷　
石
田　
誠
一
郎

山
の
裾
染
め
て
献
上
柿
熟
る
る

石
岡
短
歌
同
好
会

　
石
岡
市
文
化
祭
短
歌
大
会

若　
松　
酒
匂
川　
孝
治

吾
か
妻
か
い
づ
れ
か
残
り
こ
の
旅

を
し
の
ぶ
日
あ
ら
む
伊
豆
の
夕
映
え

山　
崎　
西
口　
は
ま
子

米
寿
な
る
姉
の
手
作
り
味
噌
な
れ

ば
感
謝
の
ひ
と
椀
今
朝
も
戴
く

東
大
橋　
森　
美
千
瑠　

還
ら
ざ
る
わ
が
歳
な
れ
ど
く
れ
な

ゐ
の
庭
の
山
茶
花
再
び
開
く

八
郷
短
歌
会柿　

岡　
小
林　
渥
子　

亡
き
義は
は母

の
手
に
成
り
し
と
ふ
針

刺
し
よ
縫
ひ
目
は
み
出い

で
て
一
筋

の
髪

月　
岡　
菱
沼　
む
免
子

拾
い
栗
の
籠
の
中
よ
り
蟋
蟀
の
と

び
跳
ね
ゆ
け
り
髭
ふ
る
わ
せ
て

石
岡
俚
謡
会府　

中　
小
川
野　
蛙　

手
縫
い
浴
衣
は　
と
ん
ぼ
の
柄
で

藍
の
地
色
に　
白
く
飛
ぶ

石　
岡　
石
塚　
芳
華　

お
ー
い
と
呼
ん
だ
ら　
返
事
が
き

そ
う　
そ
ん
な
気
が
す
る　
秋
の

雲

川　
又　
前
島　
節
子　

小
さ
い
秋
見
っ
け　
千
年
時
空

　
月
に
揺
れ
て
る　
萩
の
花

南　
台　
秋
野　
も
み
じ

秋
に
待
っ
て
る　
町
内
掃
除

　
汗
を
流
し
て　
草
を
刈
る

杉　
並　
助
川　
浩
史　

仕
舞
い
忘
れ
た　
風
鈴
揺
れ
て

　
調
子
合
せ
る　
秋
の
虫

国　
府　
篠
原　
美
千
代

栗
も
笑
顔
で　
迎
え
て
く
れ
る

　
里
は
味
覚
の　
豊
の
秋

下　
林　
加
藤　
弥
生　

草
の
茂
み
で　
鳴
く
鈴
虫
を

　
独
り
聴
き
入
る　
日
暮
ど
き

　
川　
又　
関　
清
志　
　

気
候
異
変
で　
台
風
一
過

　
百
姓
泣
か
せ
の　
豊
の
秋

府　
中　
稲
田　
す
み　

手
足
伸
ば
せ
ば　
湯
治
の
気
分

　
愛
児
寝
か
せ
て　
仕
舞
風
呂

い
し
お
か
川
柳
会

大　
増　
小
川　
義
隆　

亡
き
母
は
働
き
続
け
愚
痴
言
わ
ず

国　
府　
小
松
崎　
一
枝

隠
し
味
明
か
し
て
な
い
が
実
は
愛

青　
田　
桜
井　
紀
美
子

円
満
の
秘
訣
の
鍵
は
妻
に
あ
る

真　
家　
川
崎　
夫
久　

短
日
や　
耳
に
口
よ
せ　
お
は
よ

う
と　
友
の
情
け
に
う
れ
し
か
り

け
り

大　
塚　
松
岡　
元
義　

鰯
雲
何
や
ら
ゆ
か
し
風
も
な
く

　当会には、池坊・池坊聖流・小原流・古
流松藤会・草月流・龍生派の６流派があり
ます。
　伝統的ないけばなや、自由な発想で生け
る自由花から、自然が奏でる四季折々の草
木を生活の中に取り入れて “心和む” 楽し
いひと時を味わってみてはいかがですか。
 
活動内容 
・秋の文化祭いけばな展：毎年 10 月に開催。
６流派の展示、いけばな体験コーナーなど。

・親子いけばな教室：毎年 11・12 月に月 2
回ずつ実施しています。 
・会員の親睦と研修
年会費：6,000 円 
会員数：13 人

問石岡華道同好会
　（周治洵容）
　℡ 23-7035

  第 15 回
 石岡華道同好会 文化協会だより

俳
句

俚
謡
（
都
々
逸
）

川
柳

短
歌

投
稿
作
品



市民の皆さんの日頃の文化芸術活動の成果を発
表する「第 60 回　石岡市美術展」を開催しま
す。今年度は、石岡市民の日に講演会をしてく
ださったテキスタイルデザイナーの須藤 玲子 
氏・本庁舎落成記念のパブリックアートを制作

していただいた陶芸家の浦口 雅行 氏の作品を
特別展示します。二人の作品は国内外で高い評
価を得ております。会期中は第 1 期・第 2 期
通して展示しておりますので、皆様、お誘い合
わせのうえご来場ください。

石岡市生まれ。武蔵野美
術大学工芸工業デザイン
学科テキスタイル研究室
助手を経て、株式会社「布

（NUNO)」の設立に参加。
現在、取締役デザイン
ディレクター・東京造形
大学名誉教授。日本の伝
統的な染織技術から現代
の先端技術までを駆使し
新しいテキスタイルづく
りを行う。 2015 年から
石岡市ふるさと大使。

1989 年東京芸術大学大
学院陶芸研究室を修了
後、栃木県芳賀町に築窯
する。中国浙江省南宋官
窯、龍泉窯跡を調査研究
し 2001 年茨城県八郷町
に工房を移築。
伝統的な青瓷に加え、独
自に開発した青瓷黒燿
砕、瑠璃燿砕など新技法
で幻想的な作品を制作。
2015 年から石岡市ふる
さと大使。

浦口雅行作「青瓷裂変輪刻彫双波鉢」

期　間
第 1 期　12 月 1 日日～ 5 日木
　　　　彫刻・工芸美術・書
第２期　12 月 15 日日～ 19 日木
　　　　日本画・洋画・デザイン・写真
時　間　午前 9 時～午後 5 時
　　　　（第 1・2 期の最終日は午後 3 時まで）
会　場　八郷総合支所 1 階
　　　　多目的ホール「郷の風」

令和元（2019）年 12 月 1 日　編集／石岡市 秘書広聴課　℡ 0299-23-7275　〒 315-8640 茨城県石岡市石岡一丁目 1 番地 1
ホームページアドレス https://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メール kouhou@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　　 
　　環境にやさしい植物油インキを使用しています。

問文化振興課　℡ 43-1111（内線 1322）
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